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☆本校北側通路をご利用になる皆様へ 

 本校の教育活動につきまして、日頃よりご理解ご協力をいただき、感謝申し上げます。 

熱中症がまだまだ心配ですが、新型コロナウイルス感染症については５類へ移行し、様々

な教育活動が以前のような活気を取り戻しております。 

 さて、このたび地域の方から、教職員が通勤する時や保護者の皆様が来校する際の自動車

の順路につきまして、動線の改善を希望する旨の依頼がありました。そこで、近隣の地域の

方が出入りする際の対向車とのすれ違いを勘案して、下記の図のような動線で自動車が出入

りするようにご配慮いただきたいと存じます。 

 なお、１年生につきましては、高原学校の送迎の際にお示しした順路とは逆になっており

ます。誠に恐縮ですが、ご注意いただければと存じます。また、通りに出る際、左右から来

る自動車が見えにくい場所ですので、十分注意していただければと存じます。 

 ご面倒をお掛けいたしますが、なにとぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆まだまだ熱中症が心配です 

 体育大会の練習が始まっています。校庭で一生懸命に走ったり、長縄跳びをやったりする

姿や殖中ソーランの威勢の良いかけ声などが響いています。しかし、まだまだ気温は高く、

秋がやってくる気配はありません。ここのところ暑さのために保健室に来室

する生徒が目立ちます。 

特に３年生は部活動を引退して時間が経っているせいか、体育大会の練習

中に体調を崩す生徒が増えています。こまめに水分補給をして、休憩も取っ

ていますが、ついつい熱が入って、がんばってしまう生徒が多いようです。 

 暑い日は無理せず、自分の体調と相談しながら、がんばりすぎないように

体を動かしましょう。そして、朝ご飯と給食をしっかり食べましょう。 



☆私のチャレンジレポート（２年） 

２年生の廊下にチャレンジウィークをまとめた掲示物が

貼られています。一人一人が今回経験した職場体験の様子

を丁寧にまとめています。 

それぞれ「個人テーマ」を決めていて、「働くことを通し

て社会で大切なことを学ぶ」「いろいろな性格や考え方を持

つ人の中でコミュニケーション能力を高めるとともに、ど

のように人と関わっていけばよいのかを知る」「工業とは、

どんなことなのか体験・経験して学ぼう」など、皆さんが

高い意識を持って取り組んでいたことが良く分かります。 

 また、「集中力」「忍耐力」「コミュニケーション能力」

「あいさつ」「返事」「言葉づかい」など、仕事を進めてい

く上で必要なことを体験から学んだこともうかがえます。 

 どんな仕事でも楽なものはありませんし、仕事を覚えて

一人前になるまでには時間がかかります。「社会に出て仕事

をするということはどういうことか」を経験できたこと自

体が素晴らしいことです。 

今回のチャレンジウィークで、仕事をすることの素晴らしさや楽しさ､難しさなどを経験

し、皆さんが将来のことを考える良い機会になったことが、このレポートで分かりました。  

これからも、このチャレンジウィークの経験を思いだしながら、学校生活を有意義に過ご

しましょう。 

☆殖中ソーラン全体練習 

 １９日の１，２校時に「殖中ソーラン全体練習」を行い

ました。９月も半ばを過ぎたというのに、まだ気温３０度

以上の日が続いています。この日も朝から暑い日でした。  

予定を変更して１校時から実施しましたが、かなりの暑

さだったため、こまめに水分補給をして、休憩もたくさん

取りました。 

 体育の先生から細かな手の動きや表現の仕方を教えてい

ただいたあと、１年生も２年生も３年生も気持ちのこもった殖中ソーラン

を見せてくれました。力強い太鼓の音と威勢の良いかけ声とともに、皆さ

んが元気な声を出し、流れるように殖中ソーランを踊るのを見て、当日の

体育大会の殖中ソーランがとても楽しみになりました。 

 体育大会当日は、皆さんが殖中ソーランを力一杯踊り、それぞれの競技

に全力で取り組めるよう、涼しくてさわやかな天気になることを願ってい

ます。 

☆郡市新人大会 

 ９月１０日から郡市新人大会が始まっています。３年生が引退し、１，２

年生が中心となる初めての大会です。３年生の先輩の背中を追いかけていた

１，２年生の皆さんが、今回の大会ではとても頼もしく見えます。 

思うようにいかず、悔しい思いをする人もいるかもしれません。しかし、

その経験は必ずその先の皆さんの力になります。 

 自信がなかったり、不安な気持ちになったりすることもあるかもしれませ

んが、迷わず思い切って力を出しましょう。 


